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平成２６年度予防接種事業　問合せ　健康福祉課健康推進グループ緯浦２４２５

内容・間隔
接種時期

（望ましい時期）

ワクチン

対象疾病

対象

疾病

９本針が植えつけられている管針で１回接種

次の予防接種まで２７日以上あける

生後１２か月の前日まで
（生後５か月～満８か月）

ＢＣＧワクチン結
核

１期初回：２０～５６日間隔で３回接種

１期追加：１回接種

次の予防接種まで６日以上あける

１期初回：生後３か月～１２か月
１期追加：生後９０か月までで、
初回終了後12～１８か月

沈降精製百日せ
き・ジフテリア・
破傷風・不活化ポ
リオ混合ワクチ
ン（ＤＰＴ‐ＩＰ
Ｖ）

百
日
せ
き
・
ジ
フ
テ
リ
ア
・
破
傷

風
・
急
性
灰
白
髄
炎（
ポ
リ
オ
）

１回接種

※対象者には個別通知します。

１１歳以上１３歳未満の児
（小学６年生）

沈降ジフテリア・
破傷風混合トキ
ソイド（ＤＴ）

ジ
フ
テ
リ
ア

破
傷
風

それぞれ１回接種

４月～６月までの接種が望ましい次の予防接種まで２７日以上あける

※２期対象者には個別通知します。

１期：生後１２か月～２４か月
２期：就学前１年間

乾燥弱毒性麻し

ん

風しん（ＭＲ）

混合ワクチン

麻
し
ん
・
風
し
ん

①１歳未満の初回免疫接種：標準的な接種の間隔は２７～56日間隔

②１歳の追加免疫接種：初回免疫接種後１年あける

※次の接種まで６日以上あける

生後２か月～４歳までの乳幼
児（生後２～７か月までに１回目
の接種が望ましい）

ヒブワクチンヘ
モ
フ
ィ
ル
ス
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
菌
ｂ
型
（
Ｈ
ｉ
ｂ
）

①１歳未満の初回免疫接種：各回の接種の間隔は２７日以上あける　（初回免疫は

１歳未満で完了）

②１歳の追加免疫接種：初回免疫接種終了後６０日以上（標準で生後１２～１５か

月）

※次の接種まで６日以上あける

※第１回目の接種が生後７か月未満で、２回目の接種が１２か月を超えた場合

は計３回接種

生後２４か月までの乳幼児（生
後２～７か月までに１回目の接種が
望ましい）

小児用肺炎球菌

ワクチン

肺
炎
球
菌

①サーバリックス（２価ワクチン）：子宮頸がんの主な原因とされるヒト

パピローマウィルスの１６型と１８型の感染を防ぐワクチン

〈接種時期：１回目の接種後１か月に２回目、２回目の接種後５か月後に

３回目〉

②ガーダシル（４価ワクチン）：ヒトパピローマウィルスの１６型と１８型

に加え、６型と１１型の感染を防ぐ。
※６型と１１型は尖圭コンジローマや再発性呼吸器乳頭腫症の原因とされているもの

〈接種時期：１回目の接種後２か月に２回目、２回目の接種後４か月後に

３回目〉

１３～１６歳（中学１年～高校

１年生）の女性

１年以内に３回の接種を修了

することが望ましい

※下記のワクチンから選択

①サーバリックス（２価）

②ガーダシル（４価）

子宮がん予防ワ

クチン

子
宮
頸
が
ん

畑山医院（緯影２２５０）　毎週火・金曜日（１４時～１５時）

※前日までに予約が必要（上記の時間以外については医院に連絡をしてください。）

追分菊池病院（緯栄２５３１）　診療時間内（なお、月・水曜日の１５時以降は優先）

※前日までに予約が必要

早来医院（緯影３８００）　診療時間内

※子宮がん予防ワクチンのみ実施

※前日までに予約が必要

予
防
接
種
実
施
医
療
機
関

接種開始時期
①生後２か月～７か月未満の児　　計４回接種
②生後７か月～１２か月未満の児　 計３回接種
③１２か月以上２４か月未満の児　　計２回接種
④２４か月以上の児　　　　　　　　　１回接種

※予防接種を希望される場合は、必ず前日までに医

療機関に予約をしてください。

※日本脳炎の予防接種は、北海道では接種不要と

なっています。

接種開始時期
①生後２か月～７か月未満の児　　計４回接種
②生後７か月～１２か月未満の児　計３回接種
③１２か月以上の児　　　　　　　　 １回接種

注意　最初に接種

したワクチンを、途

中で別のワクチン

に切り替えること

はできません。


